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学校統廃合

若草小、藤橋小、友田小、今井小を他校に「再編」

青梅市が「検討資料」を提示

小規模校のメリットにも着目を

　「青梅市立学校施設のあり方審議会」は、「青梅
市の地域性および特性に即した学校施設の在り
方について」、来年度末までに「答申」を行う予定
です。７月に行われた審議会では、今後の「再編」
にむけた検討資料が示されました。その内容は、
現在の26校を14校にするＡ案、同じく16校にす
るＢ案の２案です。

　「再編案」はあくまで検討資料ではありますが、
市が学校数を大幅に減らそうとしている姿勢が
色濃く表れています。
　例えばＡ・Ｂの両案はいずれの案でも若草小、
友田小、藤橋小、今井小は他校に「再編」されるこ
ととなっています。７月時点では、全体イメージ
図と、東部、南部の再編案しか示されていません
が、８月には他の地域の案も示される予定です。

　背景には国の方針があります。その方針の中心
な考え方は、「各学年に複数クラスがある」のが
「望ましい教育環境である」というものです。
　しかし、小規模校ならではのメリットもあり、
実際に市内の小中学校において、小さい規模（１
学年で数人～20数人程度）でも、「学校全体の仲
がいい」、「先生と子どもの距離が近くてアット
ホームな雰囲気」、「勉強を丁寧に見てもらえる」
といった声はよく聞かれます（市の調査でも同じ
傾向が見られます）。
　市は、国の方針にそって一面的に「再編」を進め
るのではなく、青梅の教育環境はどうあるべきか
について丁寧に議論し、今後の学校配置を考える
ことが必要です。

　　　私は、学校数を大幅に減少させ、学校規模を大き
くし、通学距離が伸びれば、「不登校」問題がさらに悪化
するなど、子どもたちにとって教育環境は悪化すると
思います。
　「少子化」が大きな課題であることは間違いありませ
んが、市の予想でも今回の案が示された小学校では、
2059年時点に１クラス15人程度は保たれており、む
しろ理想的な教育環境と言えます。何十年も先の児童
数を根拠に「この学校はなくす」と決めるのではなく、
自然環境とともに「小規模校」を青梅の学校の一つの特
色にしてくことを求めていきます。

７月の審議会資料より作成。8月18日に開催される第12回審議
会で、中央部、西部、北部の資料が示されます。
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